


（様式２）         
 

認定要件への適合性の申告内容について 
 

事業者名：株式会社ベネッセコーポレーション 

測定ツール名：ベネッセ数学理解力検定 ※19 年度より新規提供 

対象教科：数学 

測定内容の区分：標準タイプ 
 

Ⅰ．出題に関すること 

（１）出題の基本方針 

□主な対象者 

主に、四年制大学・短期大学等への進学をめざす高校 1年生 

 

□測定しようとする資質・能力 

義務教育範囲も含めて、 

数学Ⅰ 「数と式」「図形と計量」「二次関数」「データ分析」 

数学 A  「場合の数と確率」「図形の性質」「整数の性質」 

に関する資質・能力 等 

 

□出題範囲 

 １年生７月…高１の７月段階での履修範囲からの出題 

１年生 11 月…高１の 11 月段階での履修範囲からの出題 

１年生１月…高１の１月段階での履修範囲からの出題 

 ※一部選択大問や選択コースを設定しているため、クラスや生徒個別の習熟状況に応じて、解答

する出題範囲を選択することが可能。 

 

□主として「知識・技能」を問う問題の出題方針 

 計算や公式を用いて解答する問題を、主に選択式・短答式・記述式で出題 

  

□主として「思考力・判断力・表現力」等を問う問題の出題方針 

 数学の知識を用いて与えられた条件下における課題解決を問うたり、数式や言葉を用いて思考プ

ロセスを説明したりする問題を、短答式・記述式で出題 

  

□難易度 

平均 35％前後の得点率となる難易度 

 

（２）構成等 

①出題形式 

短答式（一部選択式含む）40％、記述式 60％程度。 

 

 ②出題範囲 ※配点・設問数ともに同じ。 

実施学年月 義務教育範囲 必履修科目範囲 

（数学Ⅰ） 

選択科目範囲 

（数学Ａ） 

選択科目範囲 

（数学Ａ以外） 

備考 

１年７月 10％ 65％ 25％ 0％ ＊1 

１年 11 月 0％ 50％ 50％ 0％ ＊1 

１年１月 0％ 50％ 50％ 0％ ＊1 

（＊1）複数の選択大問があるため、必履修範囲の割合が大きい受検パターンにて記載。 

 



（３）難易度設定の考え方・方法 

・弊社がこれまでに蓄積してきた様々なアセスメントのデータを分析し、その結果を作問に反映し

ます。全体の難易度は平均 35％前後の得点率となるように、また、１問ごとの難易度は事前に

被験者を集めて分析したデータをもとに設定することを想定しており、その結果をもとに統計的

手法を用いてスコア化します。 

 

（４）基礎学力の定着や学習意欲の喚起を図るための工夫 

・統計的手法を利用して各回で等化されたスコアから、4 段階（予定）のグレードを設定。 

・複数回受検者には、回ごとの結果をスコアの推移として表示。 

・一つひとつの問題について丁寧に考え方や解法が書かれた解答解説を通じて、診断後の振り返り

が可能。 

  

（５）その他特長 

・難問、奇問のないスタンダードな出題で、学校の指導の成果を正しく測定することが可能。 

 

 

Ⅱ．結果提供に関すること 

（１）受検者個人への結果提供内容・方法 

□個人結果レポート 

 弊社に答案到着後、約 4～5週間で紙帳票あるいは WEB サイトからのダウンロード形式で提供。 

 提供する内容は次のとおり。 

  ・基本データ［認定スコア・グレード］ 

  ・結果の推移［複数回受検時に、検定間の取り組みの内容とスコアの変化を比較し検証］ 

  ・グレード別の Can Do メッセージ 

 

□採点済答案・生徒向け復習ガイド冊子 

解答の解説と解答例を掲載した生徒向け復習ガイド冊子で復習に取り組むことができます。 

 

（２）学校等への結果提供内容・方法 

□教師用資料・・・紙帳票あるいは専用無料 WEB サイトからのダウンロード形式で提供。 

提供する内容は次のとおり。 

・「全国」「校内」の受検者数、平均スコア等 

・度数分布を使った過年度比較、過回推移 

・生徒個人の受検結果（クラス別） 

［スコア・グレード認定の状況の一覧（過回の結果を含む）］ 

 

（３）試験等の結果（正答状況やスコア等）に対する評価の考え方と分析の手法 

□評価について 

統計的手法を利用し算出したスコアから、各回で 4段階（予定）のグレードを設定。全体結果だ

けではなく、過回からの推移もスコアで確認ができるように今後分析・検証を経て詳細を決定。 

 

□過去の成績との推移を比較する方法について 

統計的手法を利用し算出したスコアを用いることで、同一尺度での比較を可能とします。個人結

果レポートに掲載する成績推移グラフでスコアの変化を確認ができるので、検定結果スコアを中

心に PDCA サイクルを回すことができるようにします。 
 



Ⅲ．運営に関すること 

（１）問題の質を確保するための方法 

・複数名の作問スタッフが問題作成から検討までを行い、そのうえで、作問を行っていないチェッ

ク者が第三者的視点で問題の質を吟味することで、出題の客観性が保たれています。また、これ

までの過去の結果データを活かしつつ難易のチェックを含めた作問をしているため、測定精度が

非常に高く、生徒の実情に即した問題を安定的に制作することができます。 

 

（２）学校における実施方法 

・弊社から学校に問題冊子などの資材を送り、学校で実施していただきます。マニュアル（教師用

ガイド）や手引き（実施の手引き）等で迷いなく、指導・実施ができるように情報を提供しま

す。 

・問い合わせ窓口を設けており、質問を受け付けられるような体制を敷いています。また、各校に

弊社の担当者が拠点ごとに配置されており、実施にあたっての不明点や事前・事後指導等の確

認、トラブル等への対応ができるようになっています。 

 

（３）採点の方法と体制 

・弊社では、採点ガイドラインに基づき、採点結果の信頼性の向上、採点の合理化、迅速化を図る

ため、種々の取組を実施しています。採点者は、学力と採点適性を見極めるための試験に合格

し、年間を通じて研修や、実際の採点経験の中で様々なトレーニングを受け、採点スキルの向上

を図ります。また、採点結果の信頼性の向上のため、定期的なサンプリング調査や個別のフィー

ドバックを実施します。 

 

（４）情報管理体制 

セキュリティ 

・弊社は、ISO27001（情報セキュリティマネジメント）、JISQ15001（P マーク）の認定を取得し

ています。各規格の要求事項を踏まえ、業務の構築・運用設計を行い、機密情報や個人情報に関

する破損・紛失・漏えいリスクの低減や回避を図っています。 

 

全体では、以下の観点でセキュリティ施策を実施します。 

観点 概要 

Ａ．人に関する施策 
（１）ベネッセグループのセキュリティ規程研修の実施 

（２）機密（個人）情報取り扱い各種ルールの遵守 

Ｂ．場所に関する施策 

（１）ゾーニング施策によるセキュリティ水準確保 

①関係者以外の侵入防止と入退出管理・履歴取得 ②災害対策 

③情報隔離・持ち出し防止 ④保管・廃棄時の安全性確保 

（２）拠点の設備・運用の安全性の確認 

Ｃ．工程に関する施策 

（１）各工程で個別に配慮すべき施策内容・留意事項の確認 

   ①情報の取得（生成）時  ②情報の利用時  ③情報保管期間内 

   ④情報の移送（送信）時  ⑤情報の廃棄（消去）時 

Ｄ．電子的情報に 

関する施策 
ベネッセセキュリティ基準に準じ、使用する情報機器のセキュリティ対策 



Ｅ．業務システムに 

関する施策 
ベネッセのセキュリティ基準に則りセキュリティ施策を実施 

 

緊急事態や不測の事態への対応 

・緊急事態や不測の事態へ対応するため、発生時の報告・連絡・相談体制をあらかじめ構築しま

す。 

・事故・障害発生時に備えて、あらかじめ担当メンバーの緊急連絡網を作成し、重大事案発生時に

は速やかに事業推進責任者に報告を行い、対応の判断・指示をすることで、的確かつ迅速に対応

し、影響を最小限に抑える体制を準備します。 

 
 

Ⅳ．情報開示に関すること 

（１）障害のある受検者等への配慮 

□視覚障害のある受検者への配慮 

受検校のご要望をうけ、準備期間をいただき、問題の点訳、一部資料の拡大対応を予定。弊社で

は従来のアセスメント実施で経験、実績のある対応です。 

 

（２）事前／事後学習教材の有無、内容 

□事前学習教材 

 ・学習シート 

「受検前」「受検」「受検直後」「成績表返却後」の４つの期に分け、各期でやるべきことを

確認できる内容です。 

 

□事後学習教材 

 ・生徒向け復習ガイド冊子 

自身の弱点をみつけるための帳票の見方、誤答を踏まえた解き方のポイントを紹介した採点講

評等を掲載。 

 

（３）学習状況等のアンケートの有無、内容 

・学習状況等のアンケートは特に実施しません。 

 

（４）個人受検の可否 

・個人受検不可。 

 

（５）問題内容の情報提供 

・問題冊子と解答解説冊子は、受検後の振り返り等で自由に使用可能。 

 

（６）その他 

・教育委員会等への情報提供に係る対応として、学校から教育委員会等への情報提供の元となる書

式・集計結果を提供します。前提として、教育委員会等への情報提供は、弊社から直接は行えま

せん。但し教育委員会主催の場合はこの限りではありません。 

 
 





ベネッセ数学理解力検定 【様式3】資料3

こちらの内容を「ベネッセ数学理解力検定」用に改訂します。
• 商品名称を変更します。
• 国数英３教科分の説明となっていますが、国語と英語の内容を削除します。
• 項目応答理論(IRT)についての説明および本検定における同理論の用い方に

ついて説明を加えます。
• IRTスコアを用いたPDCAサイクルの回し方について説明を加えます。

ご請求額を 2,200円 に変更します。

デジタルサービスの予定はありません
ので削除します。



• 国語と英語に関する記載を削除します。
• 項目応答理論(IRT)についての説明および本検定における同

理論の用い方について説明を加えます。
• IRTスコアを用いたPDCAサイクルの回し方について説明を加

えます。



• 国語と英語に関する記載を削除します。
• お届け物・提供サービスの内容を更新します

（本検定で行わないサービスを削除）。

提供予定のないアイテムは
削除します。

削除

削除

削除

削除





（様式４） 

 

測定しようとする資質・能⼒の具体的内容について 

事業者名：株式会社ベネッセコーポレーション 

測定ツール名：ベネッセ数学理解力検定 1 年生 7 月 

 （複数の選択大問があるため，受検者の多い受検パターンを記載 ※選択大問の受検なし） 

対象教科：数学 

測定内容の区分：標準タイプ 

測定しようとする資質・能⼒
の具体的内容 

設問数、出題形式等 
（参考）学習指導要領の関連項目 

領域⼜
は事項 科目名及び内容 

数と式で学習する定理・公式や

計算法則を用いて，因数分解や

展開，無理数の演算をしたり，

方程式・不等式の解を求めたり

することができる。 

 

【設問数】５問（程度） 
【出題形式】短答式 

 

 

Ａ
数
と
式 

（
１
）
数
と
式 

中学校指導要領 数学〔第 3学年〕 

２ Ａ (1) 

 イ 数の平方根を含む簡単な式の計算をすること。 

２ Ａ (2) 

イ 簡単な一次式の乗法の計算及び次の公式を用いる簡単な式の展開
や因数分解をすること。  

(a＋b)２＝a２＋2ab＋b２  

(a－b)２＝a２－2ab＋b２  

(a＋b)(a－b)＝a２－b２  

(x＋a)(x＋b)＝x２＋(a＋b)x＋ab 

２ Ａ (3) 

イ 因数分解したり平方の形に変形したりして二次方程式を解くこ 

と。 

 

 

 



 

 
 

 

測定しようとする資質・能⼒
の具体的内容 

設問数、出題形式等 
（参考）学習指導要領の関連項目 

領域⼜
は事項 科目名及び内容 

数学Ⅰ 

２ (1) 

ア 数と集合  

(ｱ) 実数  
数を実数まで拡張する意義を理解し，簡単な無理数の四則計算をす 

ること。 

イ 式  

(ｱ) 式の展開と因数分解  

二次の乗法公式及び因数分解の公式の理解を深め，式を多面的にみ
たり目的に応じて式を適切に変形したりすること。 

(ｲ) 一次不等式  

不等式の解の意味や不等式の性質について理解し，一次不等式の解
を求めたり一次不等式を事象の考察に活用したりすること。 

 

 

 

 

 

 

 



 

 
 

 

測定しようとする資質・能⼒
の具体的内容 

設問数、出題形式等 
（参考）学習指導要領の関連項目 

領域⼜
は事項 科目名及び内容 

分母の有理化や無理数の評価

を行い，与えられた無理数を含

む式の値を求めることができ

る。 

【設問数】3 問（程度） 
【出題形式】記述式 

 

（
１
）
数
と
式 

数学Ⅰ 

２ (1) 

ア 数と集合  

(ｱ) 実数  
数を実数まで拡張する意義を理解し，簡単な無理数の四則計算を 

すること。 

イ 式  

(ｱ) 式の展開と因数分解  

二次の乗法公式及び因数分解の公式の理解を深め，式を多面的に 

みたり目的に応じて式を適切に変形したりすること。 

日常的な事象において，変数の

値やその範囲を求めて，課題解

決をすることができる。 

【設問数】3 問（程度） 
【出題形式】記述式 

 

Ａ
数
と
式 

（
１
）
数
と
式 

中学校指導要領 数学〔第 1学年〕 

2 A (3） 
 ウ 簡単な一元一次方程式を解くこと及びそれを具体的な場面で活 

用すること。 

数学Ⅰ 

２ (1) 

イ 式  

(ｲ) 一次不等式  
不等式の解の意味や不等式の性質について理解し，一次不等式の

解を求めたり一次不等式を事象の考察に活用したりすること。 



 

 
 

 

測定しようとする資質・能⼒
の具体的内容 

設問数、出題形式等 
（参考）学習指導要領の関連項目 

領域⼜
は事項 科目名及び内容 

与えられた二次関数について，

平方完成を行い定義域とグラ

フの軸の位置関係を考察し，二

次関数の最小値や最大値を求

めることができる。 

【設問数】3 問（程度） 
【出題形式】記述式 

 

（
３
）
二
次
関
数 

数学Ⅰ 

２ (3) 

ア 二次関数とそのグラフ  

事象から二次関数で表される関係を見いだすこと。また，二次関
数のグラフの特徴について理解すること。 

イ 二次関数の値の変化 
(ｱ) 二次関数の最大・最小 

二次関数の値の変化について，グラフを用いて考察したり最大値
や最小値を求めたりすること。 

 



（様式４） 

 

測定しようとする資質・能⼒の具体的内容について 

事業者名：株式会社ベネッセコーポレーション 

測定ツール名：ベネッセ数学理解力検定 1 年生 11 月・1 年生 1 月 （複数の選択大問があるため，受検者の多い受検パターンを記載） 

対象教科：数学 

測定内容の区分：標準タイプ 

測定しようとする資質・能⼒
の具体的内容 

設問数、出題形式等 
（参考）学習指導要領の関連項目 

領域⼜
は事項 科目名及び内容 

数と式及び二次関数で学習す

る定理・公式や計算法則を用

いて，因数分解や展開，与えら

れた条件の否定をしたり，条

件を満たす二次関数を求めた

りすることができる。 

【設問数】５問（程度） 
【出題形式】短答式 

 

（
１
）
数
と
式 

（
３
）
二
次
関
数 

数学Ⅰ 

２ (1) 
ア 数と集合  
(ｱ) 実数  

数を実数まで拡張する意義を理解し，簡単な無理数の四則計算をする

こと。 
(ｲ) 集合  

集合と命題に関する基本的な概念を理解し，それを事象の考察に活用

すること。 
イ 式  
(ｱ) 式の展開と因数分解  

二次の乗法公式及び因数分解の公式の理解を深め，式を多面的にみ

たり目的に応じて式を適切に変形したりすること。 
(ｲ) 一次不等式  

不等式の解の意味や不等式の性質について理解し，一次不等式の解

を求めたり一次不等式を事象の考察に活用したりすること。 
２ (3) 
ア 二次関数とそのグラフ  

事象から二次関数で表される関係を見いだすこと。また，二次関数

のグラフの特徴について理解すること。 



 

 
 

 

測定しようとする資質・能⼒
の具体的内容 

設問数、出題形式等 
（参考）学習指導要領の関連項目 

領域⼜
は事項 科目名及び内容 

無理数の四則演算行い，数直

線を用いて条件を満たす集合

の要素を求めることができ

る。 

【設問数】3 問（程度） 
【出題形式】記述式 

（
１
）
数
と
式 

数学Ⅰ 

２ (1) 
ア 数と集合  
(ｱ) 実数  

数を実数まで拡張する意義を理解し，簡単な無理数の四則計算を 
すること。 

(ｲ) 集合  
集合と命題に関する基本的な概念を理解し，それを事象の考察に活用

すること。 
イ 式  
(ｱ) 式の展開と因数分解  

二次の乗法公式及び因数分解の公式の理解を深め，式を多面的に 
みたり目的に応じて式を適切に変形したりすること。 

(ｲ) 一次不等式  
不等式の解の意味や不等式の性質について理解し，一次不等式の解を

求めたり一次不等式を事象の考察に活用したりすること。 

与えられた二次関数につい

て，平方完成をして適切に場

合分けを行い，値の変化の特

徴を数学的に表現することが

できる。 

【設問数】3 問（程度） 
【出題形式】記述式 
サンプル問題１ 
(1)(2)(3) 

（
３
）
二
次
関
数 

数学Ⅰ 

２ (3) 
ア 二次関数とそのグラフ  
事象から二次関数で表される関係を見いだすこと。また，二次関数の

グラフの特徴について理解すること。 
イ 二次関数の値の変化 
(ｱ) 二次関数の最大・最小 

二次関数の値の変化について，グラフを用いて考察したり最大値や

最小値を求めたりすること。 



 

 
 

 

測定しようとする資質・能⼒
の具体的内容 

設問数、出題形式等 
（参考）学習指導要領の関連項目 

領域⼜
は事項 科目名及び内容 

図形と計量で学習する定理や

公式，図形的条件を用いて，２

円の中心間の距離を求めるこ

とができる。 

【設問数】3 問（程度） 
【出題形式】記述式 
サンプル問題 2 
(1)(2)(3) 

（
２
）
図
形
と
計
量 

数学Ⅰ 

２ (2)  

ア 三角比 
(ｱ) 鋭角の三角比  

鋭角の三角比の意味と相互関係について理解すること。 
(ｲ) 鈍角の三角比 

三角比を鈍角まで拡張する意義を理解し，鋭角の三角比の値を用い

て鈍角の三角比の値を求めること。  
 (ｳ) 正弦定理・余弦定理  

正弦定理や余弦定理について理解し，それらを用いて三角形の辺の

長さや角の大きさを求めること。 
イ 図形の計量  

三角比を平面図形や空間図形の考察に活用すること。 

事象を考察する際に順列と組

合せについて理解し，事象を

もれなく数え上げることがで

きる。 

【設問数】3 問（程度） 
【出題形式】記述式 

（
１
）
場
合
の
数
と
確
率 

数学 A 

２ (1) 

ア 場合の数  

(ｱ) 数え上げの原則  

集合の要素の個数に関する基本的な関係や和の法則，積の法則について
理解すること。 

 (ｲ) 順列・組合せ 
具体的な事象の考察を通して順列及び組合せの意味について理解し，そ
れらの総数を求めること。 

 



（様式５）         

サンプル問題について 
 

事業者名：株式会社ベネッセコーポレーション 

測定ツール名：ベネッセ数学理解力検定 1 年生 11 月・1 年生 1 月 

対象教科：数学 

測定内容の区分：標準タイプ 

サンプル問題番号：１ 

 

出題科目 数学Ⅰ 

出題の 

ポイント 

文字定数を含む二次関数について，問題の条件に応じて適切に場合分けを行い，最大値・

最小値を求めることができるかを問う。 
主 と し て

問う能力 

            
小問番号 知識・技能 思考力・判断力・表現力等 
（1） ◯  
（2）  ◯ 
（3）  ◯ 

 

出題形式             
小問番号 選択式 短答式 記述式 
（1）   ◯ 
（2）   ◯ 
（3）   ◯ 

          
 

サ ン プ ル

問題 

 

 



解答例 



（参考）学

習指導要

領の関連

項目 

数学Ⅰ 

（３） 二次関数 
ア二次関数とそのグラフ 
事象から二次関数で表される関係を見いだすこと。 
また，二次関数のグラフの特徴について理解すること。 

イ二次関数の値の変化 
（ア） 二次関数の最大・最小 

二次関数の値の変化について，グラフを用いて考察したり最大値や最小値を求めた

りすること。 
 





（様式５）         

サンプル問題について 
 

事業者名：株式会社ベネッセコーポレーション 

測定ツール名：ベネッセ数学理解力検定 1 年生 11 月・1 年生 1 月 

対象教科：数学 

測定内容の区分：標準タイプ 

サンプル問題番号：2 

出題科目 数学Ⅰ 

出題の 

ポイント 

余弦定理など図形と計量で学習する定理や公式と，図形的な条件の考察から，必要な値を

求めることができるかを問う。 
主 と し て

問う能力  

 

 

            
小問番号 知識・技能 思考力・判断力・表現力等 
（1） ◯  
（2）  ◯ 
（3）  ◯ 

 

出題形式 

 

 

 

 

            
小問番号 選択式 短答式 記述式 
（1）   ◯ 
（2）   ◯ 
（3）   ◯ 

          

サ ン プ ル

問題 

 

 



解答例 

 

 
 



 
（参考）学

習指導要

領の関連

項目 

数学Ⅰ 

（２）図形と計量  
ア 三角比 
 (ｱ) 鋭角の三角比  

鋭角の三角比の意味と相互関係について理解すること。  
(ｲ) 鈍角の三角比 

三角比を鈍角まで拡張する意義を理解し，鋭角の三角比の値を用いて鈍角の三角比

の値を求めること。  
(ｳ) 正弦定理・余弦定理  

正弦定理や余弦定理について理解し，それらを用いて三角形の辺の長さや角の大き

さを求めること。 
イ 図形の計量  
三角比を平面図形や空間図形の考察に活用すること。 

 


	ベネッセ数学理解力検定【様式4】.pdfから挿入したしおり
	ベネッセ数学理解力検定【様式4】1_1年生7月_1126修正
	空白ページ

	ベネッセ数学理解力検定【様式4】2_1年生11月・1年生1月_0904修正

	ベネッセ数学理解力検定【様式5】.pdfから挿入したしおり
	ベネッセ数学理解力検定【様式5】3_1年生11月・1年生1月_①
	空白ページ

	ベネッセ数学理解力検定【様式5】4_1年生11月・1年生1月_②


